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主要地方道二ツ井森吉線高長橋開通式／日沿道を活かした秋田県北部地域づくりフォーラム韓国合同セールスミッション／市長ダイアリー

▲地元住民や関係者がテープカットや渡り
初めで開通を祝う高長橋開通式

主
要
地
方
道
二
ツ
井
森
吉
線
高
長
橋
開
通
式

安
全
な
通
行
と
利
便
性
が
向
上

▲ソウル市で開催の「KOREA FOOD EXPO2011」
で北秋田市をＰＲする津谷市長

韓
国
合
同
セ
ー
ル
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン

韓
国
で
北
秋
田
市
を
Ｐ
Ｒ

▲早期全線開通に向け意見が交わされた秋田
県北部地域づくりフォーラム

日
沿
道
を
活
か
し
た
秋
田
県
北
部
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

地
域
を
結
ぶ
・
人
を
結
ぶ
・
夢
を
結
ぶ

◇
10
月
16
日
〜
11
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

広報きたあきた　２３．12．１ 広報きたあきた　２３．12．１

10
月
17
日（
月
）▽
栄
財
産
区
管
理
委
員
選
任
書
交
付
式
（
本
庁
舎
）

18
日（
火
）▽
北
鹿
電
気
工
事
業
協
同
組
合
協
定
書
締
結
式
（
本
庁
舎
）

19
日（
水
）▽
平
成
23
年
度
第
２
回
秋
田
県
市
町
村
協
働
政
策
会
議
総
会
（
秋
田
市
）

　
▽
平
成
23
年
度
秋
田
県
知
事
と
市
町
村
長
と
の
行
政
懇
談
会
（
秋
田
市
）

20
日（
木
）▽
平
成
23
年
度
北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
過
疎
対
策
担
当
課
長
会
議
（
打
当

温
泉
）▽
合
川
北
地
区
自
治
会
長
と
市
役
所
と
の
懇
談
会
（
里
の
茶
屋
）

22
日（
土
）▽
平
成
23
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭
開
会
行
事
（
文
化
会
館
）▽
第
５
回
北

秋
田
市
産
業
祭
（
鷹
巣
体
育
館
）

23
日（
日
）▽
鷹
巣
西
小
学
校
統
合
40
周
年
記
念
式
典
（
同
校
）

24
日（
月
）▽
あ
き
た
リ
ッ
チ
セ
ミ
ナ
ー
in
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ（
名
古
屋
市
）

26
日（
水
）▽
平
成
23
年
北
秋
田
市
議
会
第
４
回
臨
時
会
（
議
事
堂
）

27
日（
木
）▽
Ｊ
Ａ
葬
祭
セ
ン
タ
ー
義
援
金
寄
贈
（
本
庁
舎
）

30
日（
日
）▽
第
24
回
東
京
鷹
巣
会
総
会
（
東
京
都
）

11
月
1
日
（
火
）▽
平
成
23
年
度
秋
田
県
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
有
志
協
議
会

（
秋
田
市
）

３
日（
木
）▽
主
要
地
方
道
二
ツ
井
森
吉
線
高
長
橋
開
通
式
典
（
同
所
）

４
日（
金
）▽
綴
子
地
区
行
政
懇
談
会
（
綴
子
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
）

６
日（
日
）▽
第
25
回
東
京
ふ
る
さ
と
森
吉
会
総
会
（
東
京
都
）

７
日（
月
）▽
12
月
補
正
予
算
市
長
査
定
（
本
庁
舎
）

８
日（
火
）▽
定
例
記
者
会
見
（
本
庁
舎
）

９
日（
水
）▽
平
成
23
年
度
秋
田
県
市
長
会
表
彰
伝
達
式
（
本
庁
舎
）▽
日
沿
道
を
活

か
し
た
秋
田
県
北
部
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
文
化
会
館
）

10
日（
木
）▽
韓
国
合
同
セ
ー
ル
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
〜
12
日
ま
で
）

　
主
要
地
方
道
二
ツ
井
森
吉
線
高
長
橋
の

開
通
式
が
11
月
３
日
、
高
長
橋
で
行
わ
れ
、

地
元
住
民
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

と
渡
り
初
め
な
ど
で
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　
主
要
地
方
道
二
ツ
井
森
吉
線
は
能
代
市

を
起
点
と
し
て
北
秋
田
市
に
至
る
幹
線
道

路
で
、
世
界
遺
産
「
白
神
山
地
」
と
森
吉

山
県
立
自
然
公
園
を
最
短
で
結
ぶ
観
光

ル
ー
ト
の
一
部
と
し
て
、
県
北
部
の
地
域

間
交
流
を
担
う
重
要
な
路
線
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
増
沢
か
ら
木
戸
石
区
間

は
車
道
の
幅
員
が
４
・
０
m
と
狭
く
、
歩

道
も
な
い
こ
と
か
ら
歩
行
者
の
安
全
確
保

や
大
型
車
の
す
れ
違
い
、
冬
期
通
行
確
保

が
困
難
な
道
で
、
昭
和
35
年
に
架
設
さ
れ

た
高
長
橋
は
老
朽
化
が
著
し
く
架
け
替
え

が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

平
成
19
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
の
事

業
期
間
で
、
増
沢
字
鳥
帽
子
長
根
下
地
内

か
ら
木
戸
石
字
東
畑
地
内
ま
で
の
２
・
４

㎞
を
事
業
区
間
と
す
る
増
沢
工
区
の
道
路

整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
高
長

橋
を
含
む
約
２
㎞
の
区
間
が
供
用
開
始
と

な
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
高
長
橋
は
現
在
の
橋
か
ら
約
70

ｍ
下
流
に
架
け
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
よ
り
５

ｍ
程
長
い
橋
長
１
６
５
・
６
ｍ
、
車
道
２

車
線
６
ｍ
と
片
側
歩
道
２
・
５
ｍ
、
全
幅

10
・
５
ｍ
の
３
経
間
連
続
鋼
鈑
桁
橋
で
事

業
費
は
約
６
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
開
通
式
で
は
、
最
初
に
安
全
祈
願
祭
と

し
て
神
事
が
行
わ
れ
、
長
谷
部
勝
北
秋
田

地
域
振
興
局
長
を
は
じ
め
関
係
者
ら
が
玉

串
奉
奠
を
し
、
通
行
の
安
全
を
祈
願
。
初

代
高
長
橋
設
置
者
の
子
孫
で
あ
る
高
橋
喜

作
さ
ん
、
鈴
さ
ん
（
八
幡
岱
）
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
奈
良
喜
市
さ
ん

一
家
（
増
沢
）
と
杉
渕
清
治
さ
ん
一
家

（
木
戸
石
）
の
各
３
世
代
夫
婦
を
先
頭
に

来
賓
、
一
般
参
加
者
が
合
川
太
鼓
保
存
会

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
太
鼓
演
奏
の
中
、
渡

り
初
め
を
し
て
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
が
11
月
10
日
か
ら
12
日
、
韓

国
ソ
ウ
ル
で
行
わ
れ
た
秋
田
・
ソ
ウ
ル
国

際
定
期
便
就
航
10
周
年
記
念
の
韓
国
合
同

セ
ー
ル
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
、
北
秋

田
市
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
韓
国
訪
問
は
、
秋
田
か
ら
ソ
ウ
ル

へ
の
国
際
定
期
便
の
10
周
年
を
機
に
、
関

係
機
関
を
訪
問
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
絆
を

さ
ら
に
強
め
る
と
と
も
に
航
空
会
社
や
観

光
関
係
者
等
に
対
す
る
東
日
本
大
震
災
後

の
秋
田
県
の
安
全
性
な
ど
を
強
力
に
Ｐ
Ｒ

し
、
韓
国
か
ら
の
観
光
客
の
回
復
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
は
、
佐
竹
敬
久
秋
田
県
知
事

を
は
じ
め
関
係
首
長
ら
と
と
も
に
大
韓
航

空
本
社
を
訪
問
し
、
自
ら
が
国
際
線
就
航

時
に
県
議
会
議
長
と
し
て
訪
問
し
た
時
の

話
を
交
え
な
が
ら
、
秋
田
県
第
２
の
空
港

で
あ
る
大
館
能
代
空
港
へ
の
チ
ャ
ー
タ
ー

便
就
航
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
森
吉
山

阿
仁
ス
キ
ー
場
の
ゴ
ン
ド
ラ
や
樹
氷
の
魅

力
な
ど
北
秋
田
を
積
極
的
に
売
り
込
み
ま

し
た
。
会
社
側
か
ら
は
、
ア
イ
リ
ス
の
ロ

ケ
地
で
も
あ
り
ゴ
ン
ド
ラ
や
内
陸
線
を
持

つ
北
秋
田
に
高
い
関
心
が
あ
る
旨
の
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ソ
ウ
ル
市
中
心
部
で
11
月
９
日
か
ら
12

日
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
「
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ 

Ｆ

Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ 

２
０
１
１
」
に
出
展
し

て
い
る
秋
田
県
関
係
ブ
ー
ス
に
お
い
て
は
、

来
場
者
に
対
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
を
手
渡
し
な
が
ら
北
秋
田
を
Ｐ

Ｒ
。
ア
イ
リ
ス
の
ロ
ケ
地
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
韓
国
の
方
々
の
反
応
は
と
て
も
良

く
、
準
備
し
て
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
も

瞬
く
間
に
無
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
観
光
Ｐ
Ｒ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、

各
自
治
体
か
ら
参
加
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

贈
呈
の
際
に
、Ｐ
Ｒ
ス
ピ
ー
チ
も
行
わ
れ
、

各
地
元
の
名
産
展
示
ブ
ー
ス
で
の
北
秋
田

産
の
物
品
に
対
す
る
反
応
も
良
く
、
た
く

さ
ん
の
参
加
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
日
沿
道
を
活
か
し
た
秋
田
県
北
部
地
域

づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
11
月
９
日
、
市
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
約
５
０
０

人
が
日
沿
道
の
早
期
全
線
開
通
に
向
け
熱

意
を
高
め
ま
し
た
。

　
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
は
、
新
潟

市
か
ら
山
形
県
・
秋
田
県
を
通
過
し
て
青

森
市
に
至
る
延
長
約
３
２
２
㎞
の
高
速
道

路
で
、
二
ツ
井
白
神
Ｉ
Ｃ
〜
あ
き
た
北
空

港
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）
間
は
未
事
業
化
区
間
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
8
月
の
計
画
段

階
評
価
に
係
る
東
北
地
方
小
委
員
会
に
お

い
て
現
道
を
活
用
す
る
方
針
が
決
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
大
館
商
工
会
議
所
、

能
代
商
工
会
議
所
、
秋
田
県
北
地
区
商
工

会
連
絡
協
議
会
の
主
催
で
、
日
沿
道
の
必

要
性
を
訴
え
、
そ
の
活
用
で
秋
田
県
北
部

の
発
展
を
目
指
そ
う
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
開
催
地
で
共
催
者
を

代
表
し
て
津
谷
市
長
は
「
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン

ク
の
解
消
に
向
け
た
地
域
の
機
運
は
こ
れ
ま

で
に
な
い
く
ら
い
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
実

感
し
て
い
ま
す
。
こ
の
盛
り
上
が
り
を
引
き

続
き
高
め
、
早
期
着
工
、
開
通
へ
の
よ
り
一

層
の
進
展
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
日
沿

道
全
線
開
通
に
対
す
る
み
な
さ
ん
の
熱
い
思

い
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
期
待
し
ま
す
」
な

ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
川
瀧
弘
之
・
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整

備
局
道
路
部
長
の
基
調
講
演
の
あ
と
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
折
田
仁

典
・
秋
田
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
佐
藤
肇
治
・
㈱

能
代
資
源
代
表
取
締
役
、
花
下
智
之
・
ア

キ
モ
ク
鉄
工
㈱
代
表
取
締
役
社
長
、
石
垣

勝
康
・
石
垣
鐵
工
㈱
代
表
取
締
役
、
菊
池

豊
・
二
ツ
井
町
商
工
会
長
、
千
葉
潤
一

・
㈳
十
和
田
八
幡
平
観
光
物
産
協
会
長
、

加
賀
谷
美
由
樹
・
秋
田
内
陸
線
観
光
ア
テ

ン
ダ
ン
ト
の
５
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
日
沿
道

と
の
関
わ
り
や
地
域
づ
く
り
に
対
し
て
の

意
見
を
述
べ
ま
し
た
。


